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今年度の具体的な課題・目標 

埼玉県山岳連盟会長：森下 健七郎 

 

今年度の当面する課題・目標を項目的に挙げ、その解決を目指したいと思います。 

１つ目は、「組織強化」の取り組み課題・目標です。 

(1)事務局業務の軽減化とＨＰの運用の拡充 

(2)メールでの通知・連絡体制の確立 

  (3)新「会員証」発行（簡便化）：「負担金」改定に伴って 

  (4)「参与」制度の改定：岳連事業への理解・応援・協力態勢の確立 

２つ目は、「組織拡大」の取り組み課題・目標です。 

  (5)「協賛会員」制度を新設・実施 

  (6)「個人会員制度」を新設・実施 

  (7)一般登山者に向けた事業の企画・推進：公益的で収益性のあるモノへ 

  以上の実現に向けて「この１年、執行部・理事・会員の皆様と共に頑張りたい」と思っています。 

そして、組織と会員個人にとって共に実りのある１年になる事を祈っています。 

ご協力の程、どうぞ、よろしくお願い致します。 

 

平成 24年度 課題を抱え評議員総会開催される 
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平成 24年度埼玉県山岳連盟評議員総会 

期 日：平成 24年 4 月 15日（日） 

会 場：北本中央公民館 第 3 会議室 

   〖第 1回理事会〗及び〖評議員総会〗 

０ 11時より会計監査を実施。 
   監  事  ：佐藤 求、内野安登 

会計担当  ：加藤富之 

選手強化担当：宇津木秀二 

１ 13時より会場準備、総会資料の綴じ込み 

２ 13時 30分～14時 00分 〖第 1回理事会〗 
 

第1回理事会・議事【協議事項】 

１ 理事の確認（名簿の訂正）所属委員会について 

２ 総会について 

  ①役員の改選 

  ②規約の改正について 
  ア 負担金の改正→各種意見が出る。 

総会にて決着する。 

  イ 個人会員について 
  ウ 協賛会員について 

  エ 参与について 

３ 田中名誉会長賞について→２件の候補を 
田中名誉会長に推薦、２件が受賞となる。 

４ 天覧山について 交渉中。なかなか難しい。 

５ 加須カップとコバトンカップの日山協名義後援
の推薦について→承認。 

  ※名簿については、事務局のＦＡＸ故障に就き送

っても受け取られなかったものあり。後日、総
会の仮報告と一緒に訂正をする。 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

14 時 30分～17時 30分  

平成 24 年度評議員総会・議事録 
 

（１）開会の言葉：石倉副会長（大宮ＡＣ） 

「行楽日和の日曜日、お集まりいただきありが

とうございます。中央の日山協も公益法人化
を目指して改革を勧めております。埼玉岳連

でも負担金について等の重要な話し合いがあ

ります。活発なご審議を宜しくお願いしま

す。」 

（２）会長挨拶：森下会長（高体連） 
「お忙しい中、評議員総会にお集まり頂き有難

うございました、石倉副会長の挨拶にあった

ように日山協は来年 25 年度に公益法人化と

なります、その影響も受けて埼玉岳連も運営

のために種々手直しを必要としている時期に
きております。本日は慎重審議を頂いて、こ

れからの埼玉岳連の発展のために、宜しくお

願いいたします。」 

（３）議  事 

①議長選出：今回は、事務局長の推薦（※注１） 

で、小鹿野山岳会：柳原政一会長にお願いします。

拍手で承認。 

 議事録署名人は、川越山の会・五十雀の岩井田正

昭評議員にお願いします。 

 ②総会成立宣言 出席 22名、代理人 6名、委任 8

名 計 36名の出席で定足数の 1/2以上となり、成

立を宣言します       ⇒加藤事務局長。 

 

議 長： 柳原政一氏（小鹿野山岳会会長） 

第１号議案 

 平成 23年度事業報告。総務以下各委員会の委員長

が説明。承認。     ⇒第１号議案承認可決 
 

第２号議案 

 平成 23年度会計報告。一般会計と強化関係の２つ

の報告をし、監査報告の後、承認。 

 ※今年度はなんとか赤字にならないで済んだが、

来年度の財政は厳しい。 ⇒第２号議案承認可決 
 

第３号議案 

 平成 24－25年度役員について 
・森下会長自身から退任発表があったが、もう一期 

続投の意見が多く、続投が承認される。 
・柳原副会長の退任。新副会長に、加須ＳＣＣ会長： 

古峰孝氏を森下会長が推薦し、承認。 

・内野安登監査の退任。新監査に、ＵＤ・Ａ・Ｃ代

表：岩武成秋氏が推薦され承認⇒第３号議案承

認可決 

 

第４号議案 

 規約の改正について４つの提案が事務局長より説 

明され、それぞれで審議。 
(1) 負担金の改正について 

・財政検討委員会で検討の結果、理事会でも報告の 
通り、負担金の値上げの提案。 

・「第 27条 連盟の経費は、次による 

(1)負担金 地区岳連内所属団体数×12,000円＋ 
300円×会員数。又は、各山岳会 12,000円＋300 

円×会員数」 

・今後の見通しや会員証等絡みでの質問や意見が多 
数出されたが、現行のままでは「赤字となる」こ 

とから多数決で採決する。「出席 28名中、賛成 

15、反対３、保留１ 他」。半数以上の賛成で可

決される。 

・会員証については、自動的に会員数分発行する。
（発行は簡略・簡素化する） 

(2) 個人会員について 

・規約第５条に「…及び個人会員で組織する。」の 

項目と規約第 27条に「負担金イ、個人会員は 5,000 

円」の項目を追加。承認。 

 ※実際の運営については細則を設けるが「値段に 

見合ったサービス」との意見あり。 

(3) 協賛会員について 

・規約第 27条に「（３）協賛金 協賛金は、一口 
5,000円とする。」の項目を追加。承認。 

(4) 参与について     

・これまでの参与の条件「連盟の役員経験者からを 
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省き、第 21条「参与は、会長が理事会に諮り、委 

嘱することができる。」とする。 承認。 

・これは、参与の窓口を広げ、多数の方に参与にな 

っていただき、岳連を多方面から応援してもらう。 

将来的には、参与規定（細則）を設け、会費等の 
補助もしていただく。  ⇒第４号議案承認可決 

 

 ◆議事の途中だが、一度議事を中断し、「第６回

田中名誉会長賞」の授与が行われた。推薦理由を森

下会長から発表があり、今年は「長年にわたり奥武
蔵自然公園の清掃登山活動や県内山岳地域の環境保

全に尽力」し、昨年「環境省自然環境局長賞」を受

賞した「自然保護委員会」（授与者代表：岩崎繁夫
氏）と『岳連報』発行 10 年：31 号を果たした「岩

井田正昭：広報委員長」が受賞。田中名誉会長から

金一封（各 5万円）と賞状がそれぞれに贈られた。 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 田中賞受賞・記念写真、左から岩井田委員長、 
田中名誉会長、森下会長、岩崎委員長。 

第５号議案 

平成 24年度事業計画｡ 各委員長が説明｡承認｡ 

主な事業としては､第 3 回全国高校生ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権
大会の開催 12/22-23 加須市民体育館､昨年､初めて

高体連公認大会となり､第 2 回大会を開催｡今年第 3

回大会となる｡ 

 他､競技委員会は､3 年後の関東ﾌﾞﾛｯｸ大会を視野に

入れ､審判員の養成が必要となる｡また大会運営だけ

でなく､指導員の育成も考えたい｡ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ講習会を 4

回開催｡ 

 遭対委員会では､昨年より｢ﾚｽｷｭｰ研究会｣を開催｡継
続したい｡ 

 海外登山委員会では､会員の｢ｴﾍﾞﾚｽﾄ登山｣を応援｡ 

 選手強化委員会では､国体出場の要､｢関東ﾌﾞﾛｯｸ突

破｣を目標に頑張ります｡  ⇒第 5号議案承認可決 

 

第６号議案 

 24年度予算案。加藤事務局長より説明。承認。 

※昨年は特別会計からの繰り入れと会員証発行繰り

越しで何とか赤字にならなくてすんだ。今年も特別

会計から 10万円を一般会計に繰り入れます。その他

寄付等、皆様のご協力を見込んだ予算案としました。

本日承認された負担金の増額を入れて、執行してい
きます。        ⇒第６号議案承認可決 

予定された議案は終了。柳原議長の解任。退席 

その他 

 ①柳原政一：岳連副会長の退任の挨拶 

 ②新副会長：古峰孝氏(加須 SCC 会長)の挨拶 

 ③新監査   :岩武成秋氏(UD･A･C代表)の挨拶 

  並びに旧｢日産ｼﾞｰｾﾞﾙ山岳部｣の会名変更→｢UD･A･
C｣の紹介 

 ④新委員長:鈴木百合子･海外登山委員会の挨拶 

 そして､最後に､福田靖副会長の閉会の言葉で､総会

を終了した｡ 

（※注１）：評議員総会の議長選出方法について 
（平成 23年度より実施）→方法：ブロックに分けて 

順番で委嘱していく。→加盟団体を番号順で 

Ⅰ １：川口市登山同好会 ～16：山と自然を楽しむ会  

Ⅱ 17：桶川山の会    ～31：新電元工業山岳部 

Ⅲ 32：所沢市役所山の会 ～47：加須ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞﾋﾞﾅ 

Ⅳ 48：幸手山岳会    ～61：彩・岳悠会 

の 4 ﾌﾞﾛｯｸに分け､順に議長を選出｡一昨年(22年)は 

Ⅱﾌﾞﾛｯｸ(深谷山岳会)､昨年(23年)はⅢﾌﾞﾛｯｸ(加須 
CC･ﾋﾞﾅ)､今年(24年)は､Ⅳﾌﾞﾛｯｸの小鹿野山岳会: 

柳原政一会長にお願いした。     以上 

(文 責)    ：加藤富之事務局長 深谷山岳会  
(議事録署名人)：岩井田正昭 川越山の会・五十雀  

 

◆評議員総会出席者 敬称略 

  １．ＵＤＡＣ    ：岩武 成秋 
２．浦和山岳会   ：田中 文男 

  ３．あゆむ山の会   ：佐藤 求 
４．桜草山の会   ：芝田 信子 

  ５．遠峰山岳会   ：天野 賢一 

６．大宮アルパインクラブ    ：石倉 昭一 
  ７．ＪＲ大宮山の会   ：吉田 秀夫 

８．深谷山岳会   ：塚越 国雄 
  ９．たらっぺ山の会   ：福田 靖  

１０．熊谷アルムハイキングクラブ：小高 英雄 

１１．壁稜山岳会   ：八ツ田政男 
１２．熊谷山岳会   ：長谷川 茂 

１３．エコー山の会   ：太田 忠男 

１４．蓮田山岳会   ：熊谷 潔 
１５．高体連登山専門部   ：森下健七郎 

１６．ボルシチ    ：矢萩 実 

１７．小鹿野山岳会   ：柳原 政一 

１８．無名山塾    ：金澤 和則 

１９．熊谷山旅会   ：宮脇 卓士 
２０．ＴＭＧＣ    ：竹腰 昌信 

２１．浦和渓稜山岳会   ：風間 進  

２２．防衛医科大学山岳同好会 ：伊藤 正孝 

２３．彩・岳悠会   ：笠原 数浩 

（途中より 24．加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ：古峰 孝） 
◆評議員代理出席者 

 １．浦和西岳友会    ：渋谷 直克 

２．ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ・とだ      :岩崎 繁夫 

 ３．加須ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ・ﾋﾞﾅ  ：足立 昌代 
４．大宮岳稜会   ：谷口 英弘 

 ５．槻岳友会        ：仙波 義雄 

６．川越山の会・五十雀  ：岩井田正昭 

（途中まで 7．加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ：道浦 陽司） 



(4)平成 24 年 5 月 31 日           埼 玉 岳 連 報            通巻第 42 号 

 

◆評議員総会・議長委任 

 １．川口市登山同好会 

２．我峰人・信越山の会 

３．恵流峰会 

 ４．東部登高会 
５．毛呂山山岳会 

６．埼玉医科大ＷＶ部 

 ７．獨協大学山岳会 

８．山学同人・比企       ｺﾊﾞﾄﾝ 
✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

平成 24～25年度埼玉県山岳連盟役員 

※氏  名：新役員   平成 24年 4月末現在 
役 職 名   氏  名  所  属 

会   長  ：森下健七郎 高体連登山専門部 

副 会 長  ：石倉 昭一 大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ  

副 会 長  ：福田 靖  たらっぺ山の会  

副 会 長  ：古峰 孝   加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

監   事  ：佐藤 求  あゆむ山の会   

監   事  ：岩武 成秋 ＵＤＡＣ 

理 事 長  ：天野 賢一 遠峰山岳会    

副理事長(兼任)：瀬藤 武  浦和渓稜山岳会   

事務局長   ：加藤 富之 深谷山岳会  

指導委員長  ：野村 善弥 あゆむ山の会   

競技委員長  ：土屋 正昭 加須ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ・ﾋﾞﾅ  

選手強化委員長：宇津木秀二 高体連登山専門部 

遭難対策委員長：瀬藤 武  浦和渓稜山岳会    

自然保護委員長：岩崎 繁夫 ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ・とだ       

海外登山委員長：鈴木百合子 無名山塾   

ジュニア委員長：大石 智章 高体連登山専門部 

広報委員長  ：岩井田正昭 川越山の会・五十雀 

企画委員長  ：長谷川 茂 熊谷山岳会      

事務局 ：塩谷 壽子 大宮山岳会 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

 

名誉顧問   ：浅見 豊  恵流峰会 

名誉会長   ：田中 文男 浦和山岳会   

参  与   ：井上 守司  

参  与   ：野井 篤  

参  与   ：北 千恵吉 小鹿野山岳会 

参  与   ：井古田忠男 本庄山の会 

参  与   ：北田 紘一 浦和西岳友会 

参  与   ：新井 宏司 奥武蔵ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ 

参  与   ：大野 好司（高体連登山専門部） 

参  与   ：武井 正男 深谷山岳会 

参  与   ：中田 弘  浦和渓稜山岳会 

参  与   ：平沼 伸一 小川山の会 

参  与   ：牧野 要雄 浦和渓稜山岳会 

参  与   ：大野 幾雄 ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ・とだ 

参  与   ：栁下 明男 山岳同人埼玉 

参  与   ：大久保 孟 桶川山の会 

『県岳連・副会長に就任して』 古峰 孝 

加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ代表  

 このたび、先の平成２４年度評議員総会におい

て、副会長という重責を仰せ付かりました。元々、

浅学非才でいたらないところが多多あり、お引き

受けする器ではないだけに身の引きしまる思いで 

一杯でございます。 

 敢えて県山岳連盟との関わりを申しあげれば、

第５９回国民体育大会山岳競技やワールドカップ

等のクライミング会場地として、加須市山岳連盟

の立場でお手伝いをさせていただいたことぐらい 

であります。 

 県山岳連盟は、初期の目的を達成するために、

専門委員会をはじめ各般にわたり数多くの充実し

た事業が展開されており、敬意を表する次第であ

ります。そうした中、副会長という職責を全うす

る自信はとてもございませんが、微力ながら誠心

誠意とりくんでまいりますので、森下会長様をは

じめ県山岳連盟の皆様には、ご指導ご鞭撻を賜り

ますようにお願い申しあげ、新任のあいさつと 

いたします。 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

大会リザルト速報   宇津木選手強化委員長 

JFA ﾕｰｽ選手権 2012 “ﾐﾚｰｶｯﾌﾟ” 3/24～25 

会 場：千葉県印西市松山下公園・総合体育館 

男子ﾕｰｽ B  5位:波田 悠貴 春日部市立緑中 

女子ﾕｰｽ A  2位:坂井 絢音 川越市立砂中 

男子ﾕｰｽ A  優勝:是永敬一郎 京北高等学校 

10位:加藤 亮央 市立富士見中 

男子ｼﾞｭﾆｱ  5位:古畑 和音 越谷東高校 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

第 4回 ｼﾞｬﾊﾟﾝﾕｰｽ  

“MOUNTAIN EQIPMENTCUP”  4/28 

会 場：静岡県浜松市 ｽｸｴｱｸﾗｲﾐﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

男子ｼﾞｭﾆｱ､ﾕｰｽ A  総合  2 位:是永敬一郎 

総合 10 位:古畑 和音 

女子､ﾕｰｽ A      総合 優勝:尾上 彩 

男子､ﾕｰｽ      総合  6位:波田 悠貴 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

遭難対策委員会･ﾚｽｷｭｰ研究会報告 

ﾃｽﾀｰ･ﾚｽｷｭｰ研究会：瀬藤武 

3月 25日 am9:00~pm4:00 

 

ﾚｽｷｭｰ研究会（ﾚｽ研)による登攀用具(今回はﾛｰﾌﾟ､

ｽﾘﾝｸﾞ)の静荷重破断ﾃｽﾄを久喜の某工場にて行った｡ 

試験材料としてﾛｰﾌﾟ各種､ｽﾘﾝｸﾞ各種を色々な視点

から 5Ton ｸﾚｰﾝにて静荷重により切断･破壊実験を行

った｡ 

http://www.freeclimbing.co.jp/hamamatsu.htm
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① 径違いﾛｰﾌﾟの結びの挙動 

太さ違いのﾛｰﾌﾟを結ぶと解け易いかどうか荷重を掛

けて見たがﾛｰﾌﾟ末端を長い（約 40cm）為かﾛｰﾌﾟ径の

違いによる差は見られなかった｡当然細いほうのﾛｰ

ﾌﾟが先に切断している｡ 

 

ﾒｲﾝﾛｰﾌﾟ Φ8.5 ㎜×ｻﾌﾞﾛｰﾌﾟ Φ5.0~7.0 ㎜ 

 

② ｷﾞﾔを使った場合のﾛｰﾌﾟの挙動 

固定ﾛｰﾌﾟにｷﾞﾔをｾｯﾄし登る場合やﾚｽｷｭｰ等でﾛｰﾌﾟを

固定する場合のﾛｰﾌﾟの挙動はどうか？ 

 ﾛｰﾌﾟﾏﾝ､ﾀｲﾌﾞﾛｯｸで試したがいずれの場合もﾛｰﾌﾟ被

覆が破断しｷﾞﾔが滑っていくようである｡当然､強度

はﾛｰﾌﾟ被覆の強度となる｡ 

 

荷重前（ﾛｰﾌﾟﾏﾝの引っ張り状況）  

 

 

加重後 (ﾛｰﾌﾟ被覆破損) 

 

③ ﾌﾘｸｼｮﾝﾉｯﾄを使った場合のﾛｰﾌﾟの挙動 

ﾌﾟﾙｼﾞｯｸ､ｵｰﾄﾌﾞﾛｯｸ等のﾌﾘｸｼｮﾝﾉｯﾄを使った場合のﾛ

ｰﾌﾟの挙動は､80kgの重りを落下係数 1.0と 2.0を想

定し落下させた｡落下係数によるﾌﾘｸｼｮﾝﾉｯﾄのすべり

に差は有るが概ね 400kgで止まった｡当然落下係数

2.0 の方が滑り量が多い｡なお､今回は新品のﾛｰﾌﾟと

補助ﾛｰﾌﾟを使用した為か､ｾｯﾄ時に体重を掛けてﾌﾘｸｼ

ｮﾝを確認したが重りを落下させるとそのまま滑って

試験にならない事例が多く見られた｡ 

ﾌﾘｸｼｮﾝﾉｯﾄを使用する場合は､ﾒｲﾝﾛｰﾌﾟとの相性を充

分確認する必要が有るものと思われる｡ 

④ 確保器について 

普段良く使うﾙﾍﾞﾙｿｷｭｰﾌﾞでｾｶﾝﾄﾞの代わりに加重

を掛けｾｶﾝﾄﾞ確保時のﾛｰﾌﾟ強度をﾃｽﾄした｡ 

 80kg の静止加重では､ﾒｰｶｰ通りの効果が得られたが､

約 1.0tほどの加重を掛けるとﾛｰﾌﾟの上下がｽﾞﾚてｾｶ

ﾝﾄﾞ側のﾛｰﾌﾟが繰出される   現象がみられた｡ 

 おそらく､重加重によりﾛｰﾌﾟが伸びてﾛｰﾌﾟ径が使用

限界以上に細くなった事が原因と考えられる｡ 

ﾚｽｷｭｰ等でｻﾞｲﾙ固定を行う場合は､重加重を想定した

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟが必要である｡ 

 今回の試験では､ﾌﾘｸｼｮﾝﾉｯﾄであれﾛｰﾌﾟﾏﾝ等のｷﾞﾔを

使う場合､使用状況に応じた使い方やﾒｰｶｰ仕様限界

内での使用をしないとかえって危険な状況を作り出

してしまう事が解かった｡今回の試験内容に関して

は､別途 DVDを作成し希望者を募り状況検討と配布 

を考えております｡ 県岳連遭対委員長：瀬藤 武 

 

参加者：浦和渓稜山岳会/風間 進・無名山塾/鈴木百

合子､矢田 実・蓮田山岳会/熊谷 潔､板橋秀吉､岡野 

敏､遠峰山岳会/東家友也・川越山の会・五十雀 

/岩井田正昭          記(ﾚｽ研･岩井田) 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

平成 24 年度自然保護委員会 総会報告 

平成 24年 3月 31日・埼玉県自然学習ｾﾝﾀｰ（北本） 

において平成 24年度自然保護総会が開催。 

前半は指導員講習会として埼玉県生態系保護協

会・高野徹氏を講師にお迎えし「埼玉の生態系につ

いて」のﾃｰﾏによる約 2時間近くのﾚｸﾁｬｰを受けた。 

講習会終了後総会を開催、堀江自然保護副委員長

の司会により議事を進行した。23年度活動報告、決

算報告、監査報告。24年度活動計画案、予算案、規

約改正及び役員改選について質疑を行いすべて承認

可決された。  

総会参加者は下記の通り（認定番号順／敬称略） 

新井宏司、榎本昇、三ツ木達男、長谷川茂、森下健

七郎、岩崎繁夫、柳原政一、柳下明男、仙波義雄、

柳井勝伸、岩武成秋、計良寿彦、板橋秀吉、堀江伸

子、八ツ田政男、井原新一、石倉昭一、吉田秀夫、
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柴崎英保、天野賢一、増田修、熊谷潔、岩崎修一、

朝香聖成：以上 24名・ 研修会参加・中川一芳 

記（自然委・岩井田） 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

平成 24年度海外登山委員会 総会報告 

H24 年 4月 7日：飯能市『川波』 

出席者：天野賢一、今雪雅夫、内野安登、風間進、塩

谷壽子、鈴木直樹、鈴木百合子、蛭川幸榮、藤井大輔、

山本やよい。 

平成 23年度事業報告、決算報告及び 24年度・役員

改選、事業計画（海外登山計画、講演会計画等）等

を行った。各議案はすべて承認可決された。 

総会終了後、同所にて懇親会を開催、今年度の情報

交換等を行った、現在大山会員がｴﾍﾞﾚｽﾄへ遠征中。 

平成 24年度・役員改選により鈴木（百）委員長 

兼日山協海外登山常任委員（無名山塾）、今雪副委

員長（あゆむ山の会）、蛭川副委員長（深谷山岳会）

がそれぞれ就任した、任期は 2 年（24年～25 年）。 

敬称略       記（海外委・岩井田） 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

平成 24年 4月 29 日 第 26回二子山開山式 

 

「安全登山」を祈念し玉串を捧げる森下会長 

芽吹きの緑がまぶしい快晴の中、小鹿野・二子

山開山式が股峠にて開催された、小鹿野山岳会の

柳原氏の司会により神事が挙行され、開山を祝う

と同時に安全登山を祈願して地元、斉藤宮司によ

り御祓いが執り行われた。山岳連盟から森下会長

をはじめ多数の連盟会員が参加した。（例年よりｶ

ﾀｸﾘの花、二輪草の開花が遅い感じ） 

記（広報委・岩井田） 

 二子山中央稜ｺﾊﾞﾄﾝﾙｰﾄ・ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ中 

『冬期・谷川岳：滝沢第三スラブ登攀』 

         平成 24年 3月 11日 

深谷山岳会 加藤富之 

遠峰山岳会 藤井大輔 

 
※12p目 核心部をリードする藤井（遠峰） 

 

■｢今年は 3 ｽﾗに行こう｣と言ったのは､2月 19日の 

第 3 回 SCM(埼玉ｸﾗｲﾏｰｽﾞ･ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ)の前夜の飲み会｡ 

今冬前穂北尾根に一緒に行った遠峰の藤井君が行き 

たいと言う｡彼は 3 年程前に石橋君(たらっぺ山の

会)と一度取り付いたものの､滝沢下部の氷が大氷瀑

と化し､難しいｱｲｽｸﾗｲﾐﾝｸﾞになってしまい敗退した

経験がある｡ 自分は､｢いつかは 3 ｽﾗ｣と思いつつも

なかなか取り付けず､月日だけは過ぎていき､周辺の

ｱﾙﾊﾟｲﾝｱｲｽを登る日々｡特に今冬は各地の氷の状況が

良くて､2 月は毎週のようにｱｲｽｸﾗｲﾐﾝｸﾞに出掛け､ｱｯ

という間に 3 月となってしまった｡｢行者返しの滝｣

は逃したものの､2月 26日には荒船山艫岩の｢昇天の

氷柱｣に登れたので､次は｢3 ｽﾗ｣と思い始めた｡  

 翌 3 月 4 日(日)は絶好の晴天で雪の状態も良かっ

たようだが､第 9回新日本ﾋﾏﾗﾔ会議に出たので（谷口

/長門の話は良かった）山には行かず一週空いてしま

った｡この日､｢ﾁｰﾑ’84｣ﾊﾟｰﾃｨが 3 ｽﾗを登ったようだ｡ 

 そして､3 月 11 日(日)を迎えた。下界では木･金･

土と雨が降り､これでは｢谷川は絶対降っている｣と

思い､9割方諦めていた｡よって､｢偵察?!｣気分で土合

へ向かう｡今回は岡田が加藤宅に寄って、拾ってくれ

た。谷川 IC で降りると天気は良く､雪も無く道はﾄﾞ

ﾗｲ｡｢ｴｰ､降ってないの?｣と驚く｡これだから谷川はわ

からない｡いつものｾﾌﾞﾝで買い物をし､夕飯･お酒･朝

食･行動食をたんまり買う｡そして､ﾛｰﾌﾟｳｪｲ駅の駐車

場に入る｡一足先に晩酌をしていると藤井君がやっ

て来て(22:30頃)､一緒にﾁｮｯﾄ飲んで日付が変わる前

に､｢2時起床｣と決めて寝る｡ 

■3月 11日(日) 昨年､東日本大震災が発生した日｡ 

 今日は､何も起こりませんように! 2 時起床｡まだ

眠くﾎﾞｰとしている｡ｼｭﾗﾌから出て､朝食を食べる｡ﾃﾝ
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ﾄをたたみﾊﾟｯｷﾝｸﾞ｡ﾄｲﾚに行ったりしたので｢直ぐ出

発｣と言っていたのに､1 時間近く経ってしまった｡ 

 2:50 出発｡外は曇っているが乾いており､好天の兆

し｡ｾﾝﾀｰに寄って計画書を提出｡ｾﾝﾀｰの裏の方から取

り付き､ﾏﾁｶﾞ沢を経由して一ﾉ倉沢へ｡前方に先行ﾊﾟｰ

ﾃｨのﾗｲﾄが見える｡一ﾊﾟｰﾃｨは避難小屋の前で休憩中｡

こちらはもう少し先まで行って休憩し､ﾊｰﾈｽを着け

る｡さらに先行ﾊﾟｰﾃｨの灯りが見えたが､左の一ﾉ沢方

面へ行ったようだ｡よって一ﾉ沢から先は､ﾗｯｾﾙとな

る｡藤井君は先週偵察でここまで来たと言うが､その

時はﾃﾞﾌﾞﾘがなかったようだが､今回はﾃﾞﾌﾞﾘだらけ｡

今週に入って､すっかり変況したようだ｡ということ

は､上の雪や雪庇も少なそう!?｡出来るだけ登りやす

い処を交互にﾗｯｾﾙし､とうとう取り付きに到着｡下か

ら登ってきたﾊﾟｰﾃｨは降りてしまった｡ここまでのﾗｯ

ｾﾙがちょっと深かったので諦めたのだろうか?自分

もこのﾗｯｾﾙした雪が少し気になるが､滝沢下部はす

っかり雪に埋まり､ｼｭﾙﾝﾄﾞを越せば直ぐｽﾗﾌﾞに取り

付ける｡空は高曇りで､日陰のまま｡この先真冬並の

寒気が入って来ると言うが、下界は晴れかけてきた｡ 

 ﾊﾞｹﾂを掘って、ｶﾞﾁｬ類を出し､ｱｲｾﾞﾝを着け､ﾍｯﾄﾞﾗ

ﾝﾌﾟを外し登攀の準備｡ﾛｰﾌﾟは藤井君の持ってきた

8.5mm の 60m ﾛｰﾌﾟ｡末端をこちらに向けるので｢俺に

登れって言うこと?｣と問いかけ､そのままﾛｰﾌﾟを結

ぶ｡｢本当に行くの?｣と岡田氏､｢天気は最高!｣と藤井 

氏｡そして藤井君にﾋﾞﾚｲしてもらい 6:20 登り始める。 

 
    滝沢第三スラブ全景・ルート 

 

1P:60m:加藤 ｢ｴｲﾔｯ!!｣とｼｭﾙﾝﾄﾞを越えて取り付くが､

ｽﾗﾌﾞに薄くのった雪｡いきなりﾊﾞｲﾙで岩を叩く｡ 

これなら左上でなくて正面の氷の方が良かったか?

と思うも､氷も薄く直ぐ露岩となるので､そのまま左

上気味にできるだけ雪や氷の厚そうな処を登る｡露

岩の横に行けば良いところがあるのでは?と思うも

全くなく､60m一杯登ったところで､やや堅い雪面に

ﾊﾞｲﾙのﾋﾟｯｸを打ち込み､ｱﾝｶｰとし後続をﾋﾞﾚｲする｡ｾｶ

ﾝﾄﾞなら大丈夫だ｡ 

 岡田がﾀｲﾌﾞﾛｯｸで登ってきて､途中から藤井君が登

ってくる｡しかし､岡田の第一声は｢降りることに決

めた｡｣と言う｡どうやら調子が悪いようで､｢このま

まではみんなに迷惑をかけてしまうので…､降りる

には今しかない｡｣と言う｡意志は強く､藤井君が登っ

てきたところで事情を話し､岡田は降りることにな

る｡懸垂は支点がちょっときついので､ﾛｰﾌﾟをﾀｲﾄに

張ってｸﾗｲﾑﾀﾞｳﾝしてもらう｡降りきったところでﾛｰ

ﾌﾟを解除し引き上げる｡この先は､藤井と加藤の 2 人｡

基本的につるべ(ｽﾀｯｶｯﾄ)で登る｡ 前方に段々のある

ｽﾗﾌﾞが続くが､何処が F2だか F4 だかわからない｡そ

もそもどっち方向に進むの?という感じ｡素直に上を

目指す｡久しぶりの 60m ﾛｰﾌﾟで長い?と思うも､目の

前のちょっと急な氷壁の手前までしか行けなかった

りして､距離が掴めない｡ 

2P:60m+α:藤井 そのまま雪壁をﾛｰﾌﾟ一杯登る｡やや

急な雪壁(F1か?)を越えようとするもﾛｰﾌﾟがｷﾞﾘｷﾞﾘ｡

ﾋﾞﾚｲ点を 3m程移動して事なきを得る｡上はｱｲｽｽｸﾘｭｰ

1本とﾊﾞｲﾙ｡ 

3P:60m:加藤 F2辺りを通過しているのか?雪壁と氷

壁をﾛｰﾌﾟ一杯登る｡ 

4P:60m:藤井 そのまま雪壁と氷壁をﾛｰﾌﾟ一杯登る｡ 

 

  4p目のﾘｰﾄﾞ・藤井 上が F4 手前右の岩まで 

 

5P:60m:加藤 やや急な氷壁を左に巻いてｽｸﾘｭｰでｱﾝｶ

ｰを取り､右上気味に登る｡F4だったようだ｡やや堅そ

うな氷にｽｸﾘｭｰをきめ、ﾊﾞｲﾙでﾋﾞﾚｲﾎﾟｲﾝﾄ｡ 

6P:60m:藤井 左上気味に雪壁をﾛｰﾌﾟ一杯登る｡ 

7P:60m:加藤 雪壁と氷壁を直上｡F5辺りを通過か?ﾛｰ

ﾌﾟ一杯でﾋﾞﾚｲ｡ 

8P:60m:藤井 雪壁と氷壁を直上｡F6辺りを通過か?ﾛｰ
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ﾌﾟ一杯でﾋﾞﾚｲ｡ 

9P:60m:加藤 左壁沿いに登る｡何処か壁で支点が取

れないか?と探しながら行くがどこも取れない｡雪壁

をﾛｰﾌﾟ一杯登ってﾋﾞﾚｲ｡上部草付き帯やﾄﾞｰﾑなどが

見えるが､ｶﾞｽがかかってしまう｡この先ﾄﾗﾊﾞｰｽして

右のﾘｯｼﾞに出る場所を目で追うが､どこも良くなさ

そう｡ 

10P:60m:藤井 左壁沿いの雪壁を登る｡途中でﾄﾗﾊﾞｰｽ

しても良いのではないか?と思ったが､雪壁がまだ続

く｡そのまま左壁沿いに雪壁をﾛｰﾌﾟ一杯登る｡ 

 
10p目のﾘｰﾄﾞ・藤井 

 

11P:60m:加藤 右手のﾘｯｼﾞに向かってﾄﾗﾊﾞｰｽ｡途中雪

崩れた跡があり､雪面が堅かったりする｡ﾛｰﾌﾟ一杯で

も対岸に届かず､堅そうな雪壁にﾊﾞｲﾙを打ち込んで

ﾋﾞﾚｲ｡ 

12P:60m:藤井 核心のﾋﾟｯﾁ｡右手のﾘｯｼﾞ沿いは､草付

と言っても露岩が直ぐ現れそうで取り付く気がしな

いようだ｡正面に向かうも途中右のﾘｯｼﾞに出ようか

と試みるが不安定なので諦める。結局、正面のﾙﾝｾﾞ

出口の薄い氷壁を右壁沿いに進む｡このピッチが今

日一番のｱｲｽｸﾗｲﾐﾝｸﾞとなる。意外にｽｸﾘｭｰが良く決ま

るが､ﾊﾞﾗﾝｼｰで難しい｡出口は岩に雪が載って不安定｡

右には行けず直上して露岩の右を辿るとﾌﾞｯｼｭがあ

りﾋﾞﾚｲ｡一安心。 

13P:60m:加藤 左の雪壁の凹角を直上し､ややﾘｯｼﾞ状

をﾛｰﾌﾟ一杯登る｡途中､前方右の露岩沿いに出ようか

と思ったが､素直に直上する｡ﾊﾞｲﾙを打ち込んでﾋﾞﾚｲ｡

目の前にﾄﾞｰﾑ岩壁が黒く見える｡しかし遠く感じる｡ 

14P:60m:藤井 そのまま雪壁をﾛｰﾌﾟ一杯登って､60m

でﾄﾞｰﾑ基部に辿り着く｡良かった｡2本の残置ﾊｰｹﾝが

あった｡ 

15P:30m:加藤 ﾄﾞｰﾑ基部のﾄﾗﾊﾞｰｽ｡右手は急傾斜で切

れ落ちているが､壁にはところどころﾋﾟﾝが打ってあ

って助かる｡ﾊﾞｲﾙ 2本を壁との間の雪面に突き刺し､

ｽﾃｯﾌﾟを切って横這い｡あのﾌﾟﾚｰﾄは何処にあるのか?

と思っていると壁の末端まで来てしまい､壁沿いに

登ると､巨大なﾌﾟﾚｰﾄがあった｡このあたりに下降支

点が有るはずだが見えない｡雪に埋もれているのか?

少し岩をなでると､ｼｭﾘﾝｹﾞが出てきた｡ｱｯｸｽで丁寧に

氷を落としﾋﾞﾚｲ｡藤井君を呼ぶ｡懸垂下降:25m 加藤･

藤井 

 藤井君が来たところでﾛｰﾌﾟを外して下降の準備｡

藤井君がﾛｰﾌﾟを巻いている間に､下降方面を覗きな

がら雪面をさらに削る｡ｶﾞｽで下が見えず奈落の底の

よう｡この場所は一部ﾊﾝｸﾞしているので､余計悪く感

じる｡ﾛｰﾌﾟを投げた後､｢届いているんだろうな?｣と

願いながら下降｡ｽﾗﾌﾞの途中だが､雪が悪いのはやや

上だったので､25m位のところにﾊﾞｹﾂをほり､ﾛｰﾌﾟを

離す｡初め、左手の岩の方に行ってみたが､その後が

悪そうなので､やや右手（A ﾙﾝｾﾞ側）の雪の状態の良

い方へ行った｡ 

 藤井君が降りてきてﾛｰﾌﾟの回収｡それから谷底ま

ではちょっと悪そうに見えたのでﾛｰﾌﾟを付けてﾄﾗﾊﾞ

ｰｽ｡加藤がﾄｯﾌﾟで行き､A ﾙﾝｾﾞの右壁近くまで行く｡積

雪が多く深いﾗｯｾﾙ｡先のﾌﾟﾚｰﾄの遭難は､A ﾙﾝｾﾞで雪崩

に流されているので慎重に｡ 

 2人がﾄﾗﾊﾞｰｽしたところでﾛｰﾌﾟをしまい､雪の降る

中､A ﾙﾝｾﾞを登る｡右壁沿いに登るが､数ｶ所ｼｭﾙﾝﾄﾞが

あったり､上部からのﾁﾘ雪崩が頻繁に襲ってきた｡途

中から右手のﾙﾝｾﾞに入るが出口の壁はﾁﾘ雪崩の巣｡

突破は無理なので､その右手の細いﾙﾝｾﾞにﾙｰﾄを採る｡

まだﾁﾘ雪崩は来ていない｡入り口がｷﾞｬｯﾌﾟになって

いるが慎重に突破｡先を行く藤井君の崩した雪が落

ちてくるが大丈夫｡いいﾙｰﾄだ｡最後､ｼｭﾙﾝﾄﾞを越えて

数ﾒｰﾄﾙ登ると稜線に飛び出した｡ 

 ﾔｯﾀｰ!! まだﾘｯｼﾞ沿いの登行があるかと思ったら

いきなり国境稜線だった｡2人で堅い握手｡16:07。 

 念願の「3 ｽﾗ」完登。しかし、稜線は雪と風の強

い吹雪｡登攀はまだ終わっていない。でも何とかなる

だろう？と思ったが、そうは簡単ではなかった｡ 

 結局この後、西黒尾根を目指して降りたのだが迷

い、天神尾根に出てしまう。そして夜のスキー場を

歩いてロープウェイ駐車場に着いたのは 23時 30分

だった。21時間行動。下で根気強く待っていてくれ

た岡田と再会し､無事を喜び合う｡ 

 しばらくゆっくり身繕いをして､藤井君と別れる｡ 

 

■ﾊﾟｰﾃｨ：岡田(途中下降)・加藤・藤井 

■ｺｰｽﾀｲﾑ 

駐車場 2:50--ｾﾝﾀｰ--ﾏﾁｶﾞ沢出合 3:25--一ﾉ倉沢 3:48 

/4:00--取付 6:00/6:20--Y字河原 6:40(岡田下降)/ 

7:00--F4上付近 9:10--草付帯･取付 10:55/11:00--

ﾄﾞｰﾑ基部(左)13:20--下降点 13:50/14:05--A ﾙﾝｾﾞ･

下 14:30--ﾄﾗﾊﾞｰｽして 15:00--国境稜線 16:07--谷川

岳ｵｷの耳 16:35/16:40--西黒尾根下降点--戻ってﾄﾗ

ﾊﾞｰｽ--赤布--位置不明(熊穴沢避難小屋付近)--天神

平ｽｷｰ場 21:50/22:35--駐車場 23:30  （加藤：記） 
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投  稿 

【北インド・ヒマラヤ登山隊 報告】その２ 

奥武蔵学友会 新井宏司 

北インド・世界遺産に登録されている花の谷と 

シース教の聖地ヘムクンドを訪ねて 

 

期  間： 平成 23 年 7 月 2 日～14 日：13 日間 

隊員構成： 登山隊団長   ：新井 宏司 

 登山隊長    ：初野 正一 

 登山副隊長/ｶﾞｲﾄﾞ：宮澤 喬男 

 登山副隊長   ：佐藤まさ子 

 医療（看護士） ：安間 和枝 

 総務担当    ：森田 美子 

 記録担当    ：初野 君子 

 食糧担当    ：園田たつの 

 インド人ガイド ：2 名 

 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

※7/2 から 7/6 までは『岳連報 41 号』を参照ください 

 

7/7・ﾍﾑｸﾝﾄﾞ･聖地へのﾄﾚｯｷﾝｸﾞ 曇り時々小雨 

今日はｼｰｽ教の聖地ﾍﾑｸﾝﾄﾞﾍ行く標高4,000m以上の 

高地なので少し心配であった､7時15分朝食は(ﾅﾝ･ｽｰ 

ﾌﾟ相変わらず)を済ませてﾎﾃﾙを出発。初日もお世話 

になった馬に乗って頂上を目指す､だいぶ慣れてき 

て気分よく景色を見る余裕さえある｡異国の風景は 

北ｲﾝﾄﾞ･ﾋﾏﾗﾔへ今登っていることを実感する(初野夫 

妻･森田)二人は優先的に宮沢宅から持参したｻﾞﾌﾞﾄﾝ 

を使用させてもらう快適｡登山道では花畑の出迎え 

(ﾋﾏﾗﾔ山脈に咲く幻のﾌﾞﾙｰﾎﾟﾋﾟｰ･桜草･勿忘草･等な 

ど)咲いていて気分も最高､9時10分ごろ此処で馬は 

お役御免､ここから先には雪があるので無理｡標高は 

3, 800mすでに富士山より高いここからが正念場で 

ある標高差は何と600m､宮沢さんのｱﾄﾞﾊﾞｲｽでゆっく 

りで、いいとの注意を聞きながら少しずつ高度を上

げる､それでも息苦しく一歩一歩が遅くなり休憩の

時も深呼吸をゆっくりする様にと又も宮沢氏からの

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽがあり、まだ頑張らないと思いながら足を運 

ぶ、しばらくすると､頂上だよとの声にやった…でも 

最後の所でｶﾞｲﾄﾞにｻﾞｯｸを預けた有難うございまし

た､こんなに感激した登山も数は少ない10時55分標 

高4､320mﾍﾑｸﾝﾄﾞﾍ今回遠征の最高到達地点には立派 

なお寺があり大きな鐘があった。園田さんが一回突 

いたが私にはとどかなかつた､先に進むと冷たい湖 

の中に沢山の人々が沐浴をしている。ｸｻﾘが何本も水 

の中に垂れ下がりそのｸｻﾘにつかまって身を沈める､ 

若い人でも大変そう周囲の雪山から雪解けの水が入 

り非常に冷たい、この湖に手を入れようとしたら素 

足でないとﾀﾞﾒとか?その後別の場所に移り宮沢氏に 

ｸｯｷｰ付の紅茶を入れてもらい寒さを凌ぎ、体を温め 

た､現地の人達と写真撮影をして11時00分山頂を後

にした｡12時30分休憩､大雪渓を渡り暫らくして登る

ときに、お役御免にした馬に再び全員で厄介になる。

やはり疲れているので馬の有難さを肌で感じた｡ 

全員馬小屋の前で下馬する。「ｶﾞﾝｼﾞｽ河の源流と

世界遺産の花の谷」改めて大感激。昼食は近くの食

堂にて(ﾔｷﾉﾊﾞ･ｻﾗﾀﾞ･ﾁｬｲ)をすませてから夕食の材料

の買い出し、各店を覗きながらｶﾞｲﾄが品物をﾁｪｯｸし

て無事買い物も終わった｡19時20分~20時30分夕食は

(ﾅｽの味噌炒め･ﾄﾏﾄの野菜炒め)森田･宮沢両ｺｯｸにお

願いしての楽しい一時を過ごした､明日は最後の下

山日を迎える、部屋に帰ﾘﾊﾟｯｷﾝｸﾞをしてお休みなさ

い。            担当 初野夫妻 

 

7/8・ｶﾞｨｶﾞﾘﾔ･ｺﾞﾋﾞﾝｶﾞﾅｰﾄ･ｷﾙﾃﾅｶﾞ-ﾄﾞ 曇の晴 

今はｶﾞﾝｶﾞﾘﾔのﾎﾃﾙ(山小屋)を後に下出する日､昨 

夜の雨が気になる､ﾛﾋﾞｰに集合し、5時に出発する調

子良く歩かないとその後が大変なことになるｺﾞﾋﾞｼ

ｶﾞﾅｰﾄﾞからｷﾙﾃﾅｶﾞｰﾄﾞまで車で一日かかるのである｡

頑張ろう。休憩6時30分朝食にはｱﾙｰﾊﾟﾗじゃがいもが

入ったお焼き様な物である､私には結構いてるかも､

一時間に一回の休憩を取り快調に進んだ下出途中で

は現地の若者に良く声をかけられそのつど写真撮影

のﾓﾃﾞﾙに。何回もだと本当に疲れるな｡･･でも陽気で

楽しそうな人達。ﾊﾞｽの待っているｺﾞﾋﾞﾝｶﾞﾅｰﾄﾞへ着

いたが､荷物を運ぶ馬が来ない｡ 12時20分ごろにな

ってｶﾞｲﾄﾞと荷物が届く我々より一時間おくれであ 

る、聞くところによると馬より人手の賃金が安いの

で遅くなったと聞いた｡ｺﾞﾋﾞﾝｶﾞﾅｰﾄﾞで私達を悩ませ

たのが大量のﾊｴであつた､そのうえ大変な事が起こ 

った、崖崩れで車がいつ動くか分からないとの事､

待つより仕方がない車の外で話をしたりﾊﾞｽの中で

居眠りをしたりして時間をついやした｡ｶﾞﾝｼﾞｽ河の

源流なので開通しても下りが優先この谷は狭い峡谷

になっている為盛車場に限界ある､私達は運が良か

ったのか下山日であった､ 16時20分やつとﾊﾞｽが動
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き出す現場を走りながら景色を見ると恐ろしい左側

は崖淵でｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙも無く深い谷の下方を見ると１台

の車が横倒しになっている何時の事だろう､大きな

岩が道を塞いでいたらしくﾀﾞｲﾅﾏｲﾄで砕き人の手や

ﾌﾞﾙﾄｰｻﾞｰでどかして通れるようにしたので無事に通

過する事が出来一安心したが､この5時間は大変な事

になったｺﾞﾋﾞｶﾞﾅｰﾄからｷﾙﾃﾅｶﾞｰﾙまで丸一日かかる

距離なので旅の行程にも影響するのである。ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

ｰに頼るしかないのでﾁｯﾌﾟをだして了解してもらっ

た､薄暗い夜の山道をひたすら走る外を見るとﾎﾀﾙが

飛び交い所々の街の灯りがとても美しい。ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

の頑張りでﾊﾞｽが走り出してから約7時間以上にもお

よんだ。有難う御座いました 、23時30分ｷﾙﾃﾅｶﾞｰﾙ

のﾎﾃｨﾚｹﾞｽﾄﾏﾝﾀﾞﾙに着き遅い夕食(ｶﾚｰ･ｻﾗﾀﾞ･ﾁｬｰﾊﾝ)

大変美味しかった､明日も出発が早いのでそのまま

寝る事にした｡         担当  初野夫妻 

 

7/9・ｷﾙﾃﾅｶﾞｰﾄﾞ･ﾆｭｰﾃﾞﾘｰ 晴れ 

4時15分起床、紅茶(ﾌﾞﾗｯｸ)を飲み 5時00分出発 6

時25分ﾃﾞﾌﾌﾟﾗｲｱﾝで朝食を済ませて早々と出発する､

数時間ﾊﾞｽの旅もいよいよﾃﾞﾘｰ市内入り 9時50分~10

時30分国営の宝石店に寄りお揃いのﾌﾞﾚｽﾚｼﾞﾄを買う､

その後10時50分宇11時30分ﾊﾀﾄﾞﾜｰﾙの沐浴場を見学、

沢山の人々に圧倒され､又ｶﾞﾝｼﾞｽ川の流れの強さに

もびっくりした､途中でﾏﾝｺﾞｰ買う、今までで一番美

味しかった。ｷﾙﾃﾅｶﾞｰﾙﾍ行く途中に寄ったﾁﾀﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ

にて昼食は(ﾔｷｿﾊﾞ･ﾁｮｰﾐｰ･ﾀﾝﾄﾞﾘｰﾁｷﾝ･ｺｰﾗ･ﾄﾞｻ)等を

食べる｡ 19時10分ｶﾞｲﾄﾞのﾎﾞｸさん兄弟と別れる｡宮

沢宅のﾏﾈｻｰﾙｸﾞｽﾄﾊｳｽに 20時30分に着いた 21時より

夕食は(中華丼･味噌汁･ｷﾑﾁ･ﾄﾏﾄｻﾗﾀﾞ･ｲﾜｼの丸干)22

時00分よりｱﾁﾞｬｼﾀ、ｴﾛｰﾗ観光に向けての荷造りをす

る｡明日からの世界遺産見学が楽しみです ｡  

担 当  佐 藤 , 園 田 

 

7/10・ﾆﾕｰﾃﾞﾘｰ･ｵﾗﾝｶﾞﾊﾞｰﾄﾞ 晴れ 

7:00分起床 8:00分より朝食(納豆,このり,もやし

の和え物,味噌汁)久々の日本食に感激、美味しかっ

たです｡ｸﾞｽﾄﾊｳｽを出発､ﾌﾗｲﾄの時間迄には間がある

のでﾊﾞｻﾞｰﾙに寄り思い思いの品物を買い求めた｡ ｲﾝ

ﾄﾞの高級ﾎﾃﾙ5ｯ星のﾊｲｱｯﾄﾎﾃﾙにてﾃｨｰﾀｲﾑ(ｹｰｷ･紅茶･ｺ

ｰﾋｰ)大変美味しかった、紅茶店に寄り各自お土産を

買い求める｡15時20分ｲﾝﾃﾞﾗｶﾞﾝｼﾞｰｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ空港に

着いた 16:55発の国内線9W015便は定刻に離陸し機

は順調に飛行してｵﾗﾝｶﾞﾊﾞｰﾄﾞ空港に､19:00に無事着

陸した、ｶﾞｲﾄﾞの案内で観光ﾊﾞｽは出発したが､市内の

一流ﾎﾃﾙ(ﾌﾟﾗｲﾄﾞBI区ﾎﾃﾙﾋﾞｻﾞﾓｰﾃﾙ)が見つからないで

大変であったｶﾞｲﾄﾞが車を止めて数人の人に確認し

約一時間程でﾎﾃﾙに着く事ができた､ﾎﾃﾙはﾊﾞｽ付で最

近でき上ったばかりであまり知られていなかつたと

のことでした、夕食はﾎﾃﾙﾉﾊﾞｲｷﾝｸﾞで腹ごしらえ

23:00分お休みなさい｡     担当  佐藤･園田 

 

7 / 1 1 ・ ｵ ﾗ ｳ ﾝ ｶ ﾞ ﾊ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ ･ ｴ ﾛ ｰ ﾗ 観 光  晴 れ 

6時00分起床食堂へ、今日の予定はｱｼﾞｬﾝﾀ観光だっ

たが､ｴﾛｰﾗ観光に変更になった宮沢氏の社員で今回

の旅案内担当ﾗｼﾞｰﾌﾟさんの添乗(彼は静岡に五年程

仕事をしていたそうです日本語がとても上手でした｡

9時00分ﾎﾃﾙを出発9時50分ｴﾛｰﾗ着､現地の観光ｶﾞｲﾄﾞ

頼んでﾗｼﾞｰﾌﾟさんの説明を聞きながら回ったｴﾛｰﾗは

大地にせり出した岩出を掘削して作られた寺院群で､

世界一として代表的なものであるｲﾝﾄﾞのｸﾞﾌﾟﾀ時代

(6~8世紀に構築された巨大な寺院は二つの岩から掘

れている｡岩を上から掘り進めて､寺院本体を残す方

法でつくられた｡ｴﾛｰﾗは34洞窟がありその中で12洞

窟は仏教17洞窟はとﾝｽﾞﾆ教5洞窟はｼﾞｬｲﾝ教に属する。

洞窟の中には3階建のもありびっくりした､岩はﾍﾞｻﾙ

ﾄという硬質の岩で上から順番に堀り進めて行った

そうです､その中でも16番の洞窟は1番すばらしく無

数の精妙な彫刻をもつ巨大な寺院で装飾柱･巨像･桜

門･回廊はｽｹｰﾙの大きな物で神秘的で感動した､1番

洞窟~12番洞窟は仏教･13番洞窟~29番洞窟はﾋﾝｽﾞｰ

教･30番洞窟~34番洞窟はｼﾞｬｲﾅ教と3つの宗教からな

っている｡ｴﾛｰﾗの中のﾚｽﾄﾗﾝで昼食をとり､14時30分

過ぎに車で少し離れたｼﾞｬｲﾅ教の洞窟を見学する｡16

時45分世界遺産ｴﾛｰﾗ観光を終了し、ｵｳﾗﾝｶﾞﾊﾞｰﾄﾞのﾃﾞ

ﾊﾟｰﾄで買い物生産に紅茶を思い思いの籠に入れた､

その後ﾎﾃﾙに帰り､20時30分宇22時00分頃まで夕食､

今日一日の観光買い物と話は進み楽しい一時を過ご

した｡このﾎﾃﾙには 3･4･5階にはﾊﾞｽﾀﾌﾞ付のｽｲｰﾄﾙｰﾑ

が一室ずつあったそれぞれ､初野夫妻･森田,安問･佐

藤,園田,が宿泊 宮澤,新井､ﾗｼﾞｰﾌﾟさん達は一般的

なｼｬﾜｰ付きの部屋でした､皆様には誠に申し訳ない

と思う､そこで宮沢氏には私達の部屋でﾊﾞｽﾀﾌﾞに浸

ってもらう事にした､彼は普段は日本の式風呂がな

い生活をしているので久しぶりの浴槽でゆっくり疲

れを癒してもらう､私達も久しぶりに浴槽に浸って

旅の疲れを癒した｡      担当 森臣･安間 

 

7 / 1 2 ・ ｵ ﾗ ﾝ ｶ ﾞ ﾊ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ ･ ｱ ﾁ ﾞ ｬ ﾝ ﾀ 観光  晴 れ 

今日はｱｼﾞｬﾝﾀ観光、食堂でﾊﾞｲｷﾝｸﾞの朝食 8時00

分出発10時、60ｷﾛも離れた観光地ｱｼﾞｬﾝﾀ着､到着する

と同時に物売りが大勢やって来た上手な日本語｢こ

れ買う｡買わない｣と言って付きまとってくる｢要ら

ない｣と言うと｢ただでも要らない｣等と言ってくる

ので皆で大笑いした｡此処から大型ﾊﾞｽに乗り換えた､

10分位でｱｼﾞｬﾝﾀの岩窟遺跡近くまで行った､奥深山

の中で岩山を削って掘った洞窟が30個あり5個の寺

と25個の住居だそうです､ 1819年ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｮﾝ･ｽﾐｽ

と言う人が虎狩りに来て偶然したそうです､ｶﾞｲﾄﾞの

説明を聞きながら回った時日本人2人組2組と会った､
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又日本もこの遺跡保存のために援助しているとか､

日本語版の説明書を売っているのには驚いた1000年

以上も発見されずに埋もれていたと云う洞窟だがと

ても信じられない豪華な壁画や彫刻に感動しました｡

14時00分ｱｼﾞﾔﾝﾀﾞの中のﾚｽﾄﾗﾝで昼食毎度のｶﾚｰ･ﾅﾝ･ﾖ

ｰｸﾞﾙﾄ･このﾖｰｸﾞﾙﾄがとても美味しくてお代わりをし

て食べた､ 15時O0分ﾚｽﾄﾗﾝをでて、観光用の送迎ﾊﾞｽ

に乗り替えた､ 15時45分ﾂｰﾘｽﾄのﾊﾞｽに戻る、無事に

ｱｼﾞｬﾝﾀ観光を終了してこの地を出る､ｵﾗﾝｶﾞﾊﾟｰﾄﾞの

街を散策してﾎﾃﾙに戻る､20時00分~21時50分夕食はｶ

ﾚｰ(魚とﾏﾄﾝ)ﾅﾝ･ﾀﾝﾄﾞﾌﾞｰﾁｷﾝ･ﾋﾞｰﾙ･ﾋﾟｰﾅﾂ他､この旅で

はﾏﾝｺﾞｰを沢山買い求めて食べたがとても満足して

美味しかった｡        担当 安問 森田 

 

7/13・ｵﾗﾝｶﾞﾊﾞｰﾄﾞ･ﾆｭｰﾃﾞﾘｰ 曇後晴れ 

長かつたｲﾝﾄﾞの旅､ﾆｭｰﾃﾞﾘｰを起点に北･南に4,500 

ｷﾛも終わりに近づいて来ました｡ 7時30分ﾎﾃﾙで最後 

の朝食を済ませた､8時20分ﾎﾃﾙﾋﾞｻﾞ･ﾉｰﾃﾙはｵﾗﾝｶﾞﾊﾞｰ 

ﾄﾞの一流ﾎﾃﾙで我々は3連泊ﾁｪｸｱｯﾄの時には総支配人 

立ち合いであった｡ﾊﾞｽで空港に向かう､8時50分空港 

に着いた標高が700米の所なので涼しい｡ｵﾗﾝｶﾞ-ﾄﾞ､9 

時30分発9W2024便は定刻に離陸し、機内は意外に空 

席があった。機内から見た青空がとても綺麗いで印 

象に残っている､ﾑﾝﾊﾞｲ観光を取りやつﾌﾟｰﾈ経由でﾃﾞ 

ｿｰ空港に､ 13時40分機は着陸した｡ﾊﾞみにて一旦宮 

沢宅に向かい帰宅の準備､ﾃﾚﾋﾞのﾆｭ‐ｽではこの日ﾑﾝ 

ﾊﾞｲで大規模の暴動があり750人もの逮捕者が出たと 

かﾑﾝﾊﾞｲ観光を取りやめて正解だった一つ間違えば 

帰宅出来なからかも? お生産等入れﾄﾗﾝｸの荷物を詰 

め直す機内持ち込みの20ｷﾛｸﾞﾗﾑにするのが大変であ 

らた｡14時30分昼食にはﾗｰﾒﾝ･特製のｶﾚｰﾊﾟﾝ、とても 

美味しい､ﾗｰﾒﾝを食べられると思っていなかったの 

で大感激でした､それから帰りの支度も全て終了し 

た｡夕食に純日本のそうめんをご馳走になり皆様の 

温かい持成しにとても感謝して楽しい旅も最後とな 

った。現地の宮沢さん、ｶﾞｲﾄﾞのﾗｼﾞｰﾌﾞさんには空港 

まで送って戴き有難う御座いました｡又現地滞在中 

同行して頂いた宮沢さんには、大変お世話になりま 

した深く感謝して厚く御礼申し上げます｡ﾃﾞﾘｰｲﾝﾃﾞ 

ﾗ･ｶﾞﾝﾃﾞｨｰ空港発A1306便は23時45分離陸した｡到着6 

時50分乗り換えて8時35分発のCX548便は定刻に離陸 

し成田国際空港に13時55分無事に着陸した｡  

                担当  初野夫妻 

（紙面の都合で2回に分けて報告させて頂きました） 

 

※今回の『北インド・ヒマラヤ登山隊』報告は 

奥武蔵ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｹﾞﾙ・代表（県岳連・参与）の新井

宏司さんが投稿したものです。 

ぜひ読後の感想をお寄せください。     

（広報委・岩井田） 

埼玉県岳連・海外登山委員会による講演会 

「未踏のルート、未踏の地へ・登山と冒険の魅力」 

８回目となる今回は女性登山家・谷口けいさんが登山

と冒険の魅力について動画をまじえて語ります。 

主  催： 埼玉県山岳連盟 海外登山委員会 

講  師： 谷口けいさん 

期  日： ６月６日(水)19時～21時(18時30分開場)  

場  所： 大宮ソニックシティビル９０６号(ＪＲ大宮)  

費  用： ５００円(資料代) 申込み不要・先着 

問合せ先： 埼玉県山岳連盟 海外登山委員会 

Tel ０９０-７８３５-３４５５(天野方) 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

日本山岳会 埼玉支部安全登山委員会による  

恒例の第 6 回講演会が開催されます 

講  師： 猪熊隆之氏・気象予報士・JAC会員 

期  日： 6 月 12 日（火）pm7:00～pm9:00 

場  所： 浦和ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 9 階（15 集会室） 

費  用： 無料（申込み先着順 100名） 

問合せ ： 日本山岳会埼玉支部・安全登山委員会 

松本敏夫・☎090-5338-0118 または 

下記ﾒｰﾙに直接申込みください。 

《toshio-matsumoto@jcom.home.ne.jp》 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

 

コバトンボルダリングカップ in ＲＣ川越 

第 25回県民総合体育大会 兼 

国民体育大会埼玉県予選会 

趣  旨: ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ競技の普及の為に愛好者の日頃

培った技術の披露と交流 及び国民体育

大会･埼玉県代表候補選手の選考 

主  催: 埼玉県､埼玉県教育委員会､埼玉県体育協 

会､埼玉県山岳連盟､ 

主  管: 埼玉県山岳連盟 

（選手強化委員会及び競技委員会） 

後  援: (社)日本山岳協会(予定)､ﾛｯｸｸﾗﾌﾄ川越 

日  時: 2012年 6月 17日(日)  受付 8:00~8:30 

開始 9:00~終了 17:00(予定)  

会  場: ﾛｯｸｸﾗﾌﾄ川越(川越市脇田町 32-3 三豊ｺﾞﾑ

川越ﾋﾞﾙ 1F Tel・Fax 049-226-1426) 

参加資格:ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞを愛好している小学生以上の人 

.ｶﾃｺﾞﾘ- : (1)個人競技⇒ｴｷｽﾊﾟｰﾄ(RP1級上)･ｽｰﾊﾟｰﾐ 

ﾄﾞﾙ(RP2級まで)･ﾐﾄﾞﾙ(RP3級まで)ﾋﾞｷﾞﾅ 

ｰ(4級まで)･ｷｯｽﾞ(小学生) 

(2)ﾁｰﾑ競技⇒RP3級以上の 2名(個人競 

技後のｱﾄﾗｸｼｮﾝとなりますので､個人競技 

に参加の同好のお 2人(男女でも可)で奮 

ってご参加下さい) 

※競技方法・規則等の詳細はＨＰを参照ください。 

《HTTP://www.saitama-mf.com/14.》 

沢山のご声援をお願いします！ 

mailto:toshio-matsumoto@jcom.home.ne.jp
http://www.saitama-mf.com/14
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さいたま市岳連：遭対委員会 お知らせ 

下記のﾃｰﾏで講演が行われます。 

『夏山登山の山岳気象/観天望気と気象遭難』 

主  催： さいたま市山岳連盟 

講  師： 城所邦夫氏・環境省自然公園指導員 

     元気象庁山岳部々員、日本山岳会々員 

期  日： 6 月 23 日（土）pm1:30～pm4:30 

場  所： 北浦和ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ 3F・北浦和駅東口 

費  用： 無料（当日先着 80 名） 

問合せ先： ☎048-772-6027 遭対 石倉 昭一 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

『武甲山表参道 丁目石修復報告書』 

編集・秩父市山岳連盟  

発行・平成 24年 3月 

B5 版・表紙上質紙ｶﾗｰ、

写真 ﾓﾉｸﾛ・100 ﾍﾟｰｼﾞ。 

武甲山表参道現道図：

地図付。 

秩父市山岳連盟様か

ら寄贈戴きました。 

 4 年に亘る修復作業

をまとめた報告書は紙

面の都合で詳しくはご

案内出来ませんが是非、

ご一読をお勧めします。なお 5月 2日付 読売新聞

朝刊及び『山と渓谷』社発行 6月号にも紹介されて

おります。合わせてお読みください。 

報告書をご覧になりたい方は是非、広報委までご

一報ください。          

広報委・岩井田《miwaida@mua.biglobe.ne.jp》 

 

〖専門委員会・計画〗24年 6月～24年 9月 

① 事 務 局 

6/12  ：常任理事会 1  北本 

7/10  ：理事会 3  北本 

8/14  ：常任理事会 2  北本 

9/11  ：理事会 4  北本 

② 指導委員会 

6/24  ：委員総会    大宮 

6/24  ：指導員研修会     同上 

③ 競技委員会 

6/9-10 ：国体ﾘﾊｰｻﾙ大会  岐阜県 

6/17  ：ｺﾊﾞﾄﾝﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ大会 川越 

7/7  ：県岳連ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ講習会 1 加須 

7/28-29 ：67 国体関ﾌﾞﾛ大会   東久留米 

9/1  ：県岳連ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ講習会 2 

9/29-10/2 ：第 67 回国体  岐阜 

④ 選手強化委員会 

6/9-10  ：国体ﾘﾊｰｻﾙ大会     岐阜県 

6/17    ：ｺﾊﾞﾄﾝﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ大会 川越 

        （ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ国体予選会） 

7/28-29 ：67 国体関ﾌﾞﾛ大会    東久留米 

8/11-13 ：JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ 富山 

9/  ：国体団結式・壮行会 

9/29-10/2 ：第 67 回国体選手監督派遣岐阜 

遭難対策委員会 

6/2   ：ﾚｽｷｭｰ研究会 4   （場所未定） 

7/7-7/8 ：夏季ﾚｽｷｭｰ講習研修会（場所未定） 

9/9  ：ﾚｽｷｭｰ研究会 5   （場所未定） 

⑤ 海外登山委員会 

4/13-6/1 ：ｴﾍﾞﾚｽﾄ登山・大山隊（後援） 

6/6  ：谷口けいさん講演会 大宮 

7/3  ：委員例会  大宮 

8/   ：ﾅﾝｶﾞﾊﾟﾙﾊﾞｯﾄ BC・ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ  

9/4  ：委員例会  大宮 

⑦ 自然保護委員会 

6/2-/3 ：県岳連・清掃登山    県内 

8/10-12 ：自然観察会(子供対象) 三峰 

9/10-11 ：和名倉山  秩父 

⑧ ジュニア委員会 

6/1     ：高体連・学総体ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ 川越 

8/6-10 ：第 55 回ｲﾝﾀｰﾊｲ        青森 

8/26  ：高体連・南部新人大会 奥多摩 

9/25  ：高体連・東部地区新人大会 加須 

9/25-26 ：高体連・北部地区新人大会 縦走 

9/30-10/1 ：高体連・関東大会 

⑨ 広報委員会 

5/31  ：広報誌 42 号発行予定 

9/30  ：広報誌 43 号発行予定 

⑩ 企画委員会 

        ※ 掲載した計画は総会資料抜粋 

✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻✻ 

〖編集後書〗ひとりごと 

本号で掲載された通称『冬期滝沢 3 ｽﾗ』の登攀記

録は最近にない BIG ｱｲｽｸﾗｲﾐﾝｸﾞ。編集者自身の記憶

と記録のﾎﾟｹｯﾄには県岳連会員の記録としては初見。 

（会員諸先輩、諸兄の中で冬期 3 ｽﾗの記録をご存知

の方いたら是非お知らせください）広報・岩井田 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

4 月 29 日二子山開山式後に会員と西岳から魚 

尾道峠に縦走中、（12:05頃）西岳山頂から見える

小尾根付近にて山火事を発見通報、消防車・消防

団・防災ﾍﾘが駆け付け、ひと騒ぎあったが大事に

至らず幸いだった。縦走路に面している為に登山

者のﾀﾊﾞｺ等の不始末でなければ良いが、ｶﾔﾄのよう

な枯草が瞬く間に燃え風が無いのが幸いだった。 

多数の消防隊員が、尾根道を消火剤担いで現場

に向かっていた。（大変ご苦労様です） 

《火の扱いは細心の注意が必要だ》  @miwaida 

mailto:miwaida@mua.biglobe.ne.jp

